
「天秤～てんびん～」 
１学年重点目標 

「基礎・基本的な態度を身につける」 

「目標を見つけ、その目標に見合う努力をする」 
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市総体 

 ３年生にとって集大成となる大会が始まりました。与えられた役割をしっかり果たし、上級生への感謝の気持

ちを伝えることができるよう、話をしました。試合に出場する機会に恵まれた生徒はプレーを通して、応援に回

った生徒は想いを込めて、それぞれ全力を尽くす様子が各会場で見られたようです。１つでも高いステージに進

めるよう、県南大会以降の活躍も期待しています。また、残念ながら市内大会で敗退してしまった部は新チーム

としての活動がスタートしました。次の活躍の場は、９月開催の新人体育大会です。 

二者面談 

 23日（火）～29日（月）の日程で、担任と保護者による二者面談を実施します。学校での生活面・学習面に

関するお話や、ご家庭での様子をお聞きしながら、生徒をより深く理解し、今後の教育に生かせればと思います。

困っていることや悩んでいることがあれば、遠慮無くお話しください。 

中間テスト 

 中間テストが行われました。入学後、初めてのテストであり、５教科を１日で行うという日程ということもあ

り、戸惑い、苦戦した生徒が少なからずいたと思います。また、テストに向けて計画を立て、それを実行するこ

との難しさを実感したという反応も見られました。力を発揮しできた人は継続できるように、後悔がある人は７

月9日（火）に実施する実力テストに向けて、今回の経験を生かすよう伝えました。 

水泳学習 

 体育の授業の一環として、水泳学習を行っています。水の中で自分

の身を守るための知識を増やし、技能を向上させることが目的です。

生徒の多くは授業を心待ちにしており、楽しい雰囲気の中にも、真面

目な態度で臨んでいます。 

夏季休業日が近づいています。毎年、水の事故が絶えません。緊急

時に自分の安全を守れるよう、今後も真剣な態度で授業に参加して欲

しいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の行事予定 ※日程は変更になるかもしれません。 

１日（月）代表委員会 

２日（火）県南総体①（バスケ・野球・卓球） 

３日（水）県南総体②（バスケ・テニス・野球・卓球） 

４日（木）県南総体③（テニス・柔道・弓道） 

５日（金）県南総体④（バレー・柔道・弓道） 

     ※６時間授業→５時間授業 

６日（土）県南総体⑤（バスケ・バレー） 

８日（月）生徒会専門委員会14:55～15:25 

     吹奏楽部コンクール前特別レッスン 

９日（火）実力テスト 

１０日（水）県陸上① 

１１日（木）県陸上② 

１２日（金）教育実習最終日 

 

１５日（月）海の日※祝日 

１９日（金）給食終了 夏季休業前全校集会 

２０日（土）夏季休業開始 

      県総体① 

２１日（日）県総体② 

２２日（月）県総体③ 

２３日（火）県総体④ 二者面談① 

２４日（水）県総体⑤ 二者面談② 

２５日（木）県総体⑥ 二者面談③ 

２６日（金）県総体⑦ 二者面談④ 

２７日（土）県総体⑧ 

２９日（月）二者面談⑤ 

 

時間割の変更について 

県南総体の関係で、３日（水）～５日（金）の時間割が変更になります。また、５日（金）は５時間授業となり

ます。下記の時間割に変更があったら、その都度生徒にお知らせします。 

 ３日（水）部活◯ 

完全下校17:30 

４日（木）部活△ 

完全下校14:55（16:30） 

５日（金）部活◯ 

完全下校16:30 

 1-1 1-2 1-3 1-1 1-2 1-3 1-1 1-2 1-3 

① 道徳 道徳 道徳 理科 英語 社会 社会 音楽 技術 

② 社会 理科 国語 美術 社会 理科 技術 社会 美術 

③ 理科 数学 国語 社会 理科 美術 音楽 美術 社会 

④ 社会 理科 英語 英語 理科 社会 美術 技術 音楽 

⑤ 国語 英語 社会 学活 学活 学活 総合 総合 総合 

⑥ 数学 国語 英語       

教育実習生 

 6月24日（月）～7月12日（金）の３週間、    先生が実習生とし

て過ごしています。所属学級は１年２組、担当教科は英語です。 

 

「素敵な生徒に囲まれ、日々幸せを感じています。よろしくお願いします。」 

脱いじめ傍観者教室 

SNS相談アプリ（STANDBY）の方を講師としてお招きし、「脱いじめ傍観

者教室」を実施しました。グループラインにおいて、悪口が書き込まれ場合に、

自分ならどうするかということを題材に、意見を交わされました。生徒それぞ

れが正しい認識をもち、行動することで、お互いを受容できる集団になること

ができます。級友の考えを知る良い機会となりました。 


